
問
市
役
所
の
駐
車
場
や
大
竹
会
館
の
駐

車
場
等
を
有
料
に
す
る
な
ど
、
市
が

保
有
す
る
資
産
を
活
用
し
て
、
収
入
増
を

図
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
普

通
財
産
土
地
売
り
払
い
収
入
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
社
会
教
育
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
料

金
収
入
と
そ
れ
に
係
る
経
費
も
勘

案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
庁

駐
車
場
に
つ
い
て
は
職
員
駐
車
場
部
分
の

有
料
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
売
払
収
入
は
、
広
島
銀
行

前
の
土
地
、
二
葉
保
育
所
跡
地
、
木
野
小

学
校
運
動
場
用
地
の
売
却
に
よ
る
収
入
を

見
込
ん
で
お
り
、
そ
の
他
未
利
用
地
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
処
分
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
三
位
一
体
改
革
は
本
市
の
18
年
度
当

初
予
算
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
か
。

答
三
位
一
体
の
改
革
の
中
身
は
、
税
源

移
譲
と
、
国
庫
補
助
負
担
金
、
地
方

交
付
税
の
見
直
し
の
3
点
セ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
所

得
譲
与
税
の
部
分
に
所
得
税
か
ら
個
人
住

民
税
の
方
に
振
り
替
え
る
べ
き
も
の
を
追

加
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。
三
位
一
体
の

改
革
の
16
年
か
ら
18
年
の
3
年
間
で
一
般

財
源
化
さ
れ
た
も
の
と
所
得
譲
与
税
で
補

填
を
さ
れ
た
も
の
の
差
額
は
1
千
万
円
程

度
の
不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
18
年
に
つ

い
て
は
今
年
度
改
革
部
分
で
所
得
譲
与
税

が
約
1
億
円
増
え
て
い
ま
す
。
所
得
税
か

ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に
関
し
て

は
、
も
と
も
と
高
所
得
の
方
の
税
率
は
低

く
な
る
が
、
逆
の
場
合
は
税
率
が
あ
が
り

ま
す
。
大
竹
市
の
場
合
は
全
体
的
に
は
若

干
、
税
源
が
増
え
る
方
向
に
あ
る
と
分
析

し
て
い
ま
す
。

　

交
付
税
の
関
係
で
は
、
本
来
な
ら
補
助

金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
れ
ば
交
付
税
が
増
え
、

全
体
的
な
財
源
で
は
、
大
き
な
影
響
は
受

け
な
い
は
ず
で
す
が
、
単
独
事
業
費
の
見

直
し
な
ど
に
よ
る
需
要
額
の
見
直
し
が
全

国
の
市
町
村
財
源
を
厳
し
い
状
況
に
し
て

い
る
面
が
あ
り
ま
す
。

問
介
護
保
険
制
度
の
大
幅
な
改
正
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
不
安
感
を
抱
い
て

い
る
受
給
者
が
多
い
と
聞
く
が
、
市
民
へ

の
周
知
の
た
め
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
ま

す
。答

3
月
20
日
か
ら
市
内
の
各
地
区
に

出
向
い
て
制
度
改
正
の
内
容
と
保

険
料
、
予
防
重
視
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
区
で
の
説
明

会
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
地
域
や
団
体
で

ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
今
後
も
説
明
に
伺
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
広
報
3

月
号
に
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
載
し
、
4

月
号
に
は
職
員
自
ら
が
作
成
し
た
説
明
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
折
り
込
み
、
保
険
証
を
郵

送
す
る
際
に
も
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す

る
な
ど
周
知
の
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
長
野
県
は
国
内
で
も
医
療
費
が
低
い

と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
民
健

康
保
険
の
医
療
費
に
は
地
域
差
が
生
じ
て

い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
被
保
険
者
の
年

齢
構
成
以
外
の
要
因
で
、
本
市
の
医
療
費

が
高
い
と
い
わ
れ
る
原
因
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
ま
す
か
。

答
生
活
習
慣
病
等
に
よ
る
長
期
治
療

が
必
要
と
さ
れ
る
疾
病
の
増
加
が

一
点
目
に
挙
げ
ら
れ
、
市
域
内
お
よ
び
近

隣
の
病
院
・
診
療
所
の
数
が
多
く
、
医
療

の
供
給
体
制
が
密
で
あ
る
こ
と
、
い
わ
ゆ

る
門
前
薬
局
が
多
く
、
調
剤
費
が
県
平
均

の
1
・
2
倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
被
保

険
者
の
約
8
%
が
原
爆
被
爆
者
手
帳
を
有

す
る
こ
と
な
ど
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
長
野
県
で
は
医
療
費
が
低

い
要
因
と
し
て
、
他
県
と
比
較
し
て
三
世

代
同
居
家
族
が
多
く
、
核
家
族
化
が
進
ん

で
お
ら
ず
、
高
齢
者
も
元
気
で
農
業
な
ど

に
従
事
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
飛
石
港
の
野
積
み
場
に
、
壊
れ
た
プ

レ
ジ
ャ
ー
・
ボ
ー
ト
が
長
期
間
に
わ

た
り
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
処
分

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

売却される大竹会館横の市有地

予算特別委員会の審査

市
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議 会 だ よ り



　

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
点
字
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、市
議
会
だ
よ
り
の
内
容
を
録
音
し

た「
声
の
市
議
会
だ
よ
り（
テ
ー
プ
）」を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
点
字
の
市
議
会
だ
よ
り
」は
差

し
あ
げ
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

52
│

2
2
1
1
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

答
ご
指
摘
の
船
は
、
十
数
年
来
、
放
置

さ
れ
て
お
り
、
平
成
16
年
度
に
船
艇

番
号
を
照
会
し
、
所
有
者
等
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
が
、
最
終
的
な
所
有
者
の
確
認

ま
で
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
今
後
、
県
の
費

用
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
処
分
で
き
る
よ

う
、
県
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
撤
去
は
ど
う
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
撤
去
工
事
負
担

金
3
千
8
5
万
円
は
、
J
R
軌
道
上

を
横
断
す
る
部
分
の
撤
去
を
J
R
に
委
託

す
る
も
の
で
す
。
残
り
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
P
R
用
の

チ
ラ
シ
を
送
付
し
、
速
や
か
に
安
価
で
撤

去
で
き
る
方
法
を
探
し
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
、
海
上
部
の
船
積
み
施
設
に
つ
い

て
は
、
数
社
か
ら
引
き
取
り
の
見
積
り
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、
当
初
見
込
み
で
あ
る

約
7
億
円
よ
り
安
く
な
る
見
通
し
で
す
。

　

な
お
、
18
年
度
中
に
は
全
て
撤
去
す
る

方
針
で
す
。

問
大
願
寺
地
区
造
成
工
事
の
5
億
5

千
万
円
の
内
訳
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答
ほ
と
ん
ど
が
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の

撤
去
費
で
す
が
、
企
業
進
出
に
よ
る

面
整
備
費
用
も
一
部
計
上
し
て
い
ま
す
。

問
水
源
地
の
運
転
管
理
業
務
の
見
直
し

状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
水
道
局
と
公

共
下
水
道
事
業
と
の
組
織
統
合
に
よ
る
人

員
削
減
の
状
況
に
つ
い
て
併
せ
て
伺
い
ま

す
。答

水
源
地
の
運
転
管
理
業
務
の
民
間

委
託
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
段
階

的
に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
4
月
か

ら
全
面
民
間
委
託
と
な
り
ま
す
。
人
員
の

関
係
は
、
こ
れ
ま
で
下
水
道
課
17
名
、
水

道
局
17
名
の
計
34
名
で
し
た
が
、
4
月
か

ら
上
下
水
道
局
に
組
織
統
合
す
る
こ
と
に

よ
り
、
3
名
減
の
31
名
と
な
り
ま
す
。

問
汚
水
と
雨
水
の
合
流
方
式
の
下
水
道

を
分
流
方
式
に
改
善
す
る
計
画
は
、

膨
大
な
資
金
を
必
要
と
す
る
た
め
、
財
政

事
情
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
中
で
は
実
現
困

難
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
事
業

を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
か
。

答
合
流
改
善
計
画
は
、
下
水
道
事
業

の
第
11
次
認
可
計
画
に
加
え
て
お

り
、
平
成
17
年
度
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山

手
側
か
ら
の
山
水
の
流
入
に
つ
い
て
調
査

し
、
実
施
設
計
を
行
い
、
18
年
度
に
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
可
計
画

に
は
下
水
処
理
場
内
に
雨
水
滞
水
池
を
設

け
、
簡
易
処
理
を
し
た
後
、
海
に
放
流
す

る
計
画
も
加
え
て
い
ま
す
が
、
事
業
費

は
5
億
か
ら
6
億
円
を
必
要
と
す
る
た
め
、

10
年
計
画
の
最
終
3
年
間
で
の
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

撤去されるベルトコンベア

問
平
成
18
年
度
か
ら
、
公
共
下
水
道
事

業
は
特
別
会
計
か
ら
企
業
会
計
に
移

行
し
ま
す
が
、
今
回
、
予
定
開
始
貸
借
対

照
表
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
特
に
資

産
の
評
価
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
設
定

し
た
の
で
す
か
。

答
今
回
、
予
定
開
始
貸
借
対
照
表
を
作

成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
公
営

企
業
法
の
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
取
得
し
た
資
産
の
中
か
ら
、
減
価

償
却
に
よ
っ
て
既
に
減
耗
さ
れ
た
も
の
を

の
ぞ
き
、
平
成
18
年
4
月
1
日
で
取
得
価

格
と
み
な
し
て
新
た
に
減
価
償
却
を
始
め

る
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

水道局と下水道課との統合によりスタートした上下水道局

ご 利 用
ください

「声の
市議会だより」

「点字の
市議会だより」
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